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産婦 人科領 域 にお け るCefsulodin(SCE-129)の 基礎 的,臨 床 的研究

高瀬善次郎 ・白藤博子 ・内田昌宏

川崎医科大学産婦人科学教室

Cefsulodin(SCE-129,CFS)はFig.1に 示 す とお り

7位 の側 鎖 がSulbenicillin(SBPC)と 同 一 で あ り,3

位 の 側鎖 がCephaloridine(CER)iこ 類 似 した構 造 を有 す

る半合 成 セ フ ァ ロス ポ リンで あ る。

Fig. 1 Chemical structure of CFS

本 剤 は,従 来 の セ フ ァロ スポ リ ン系薬 剤 にみ られ ない

細菌学的特徴を示し,Pseudornonas aeruginosa 緑膿菌

に対する抗菌力は,ア ミノ配糖体と同等あるいはそれ以

上であることが知られている1)。

今回,本 剤について産婦人科領域での基礎的 ・臨床的

検討を行 う機会を得たので,そ の成績を報告する。

I.抗 菌 力

方法:教 室保存の臨床分離株である 乱aur間s50株,

E. coli 50株, Klebsiella  50株, Proteus mirabilis  50株,

Proteus vulgaris  23株. P. aeruginosa  50株 に つ い て,

CFSの 抗菌力(MIC)の 測 定を,接 種 菌量,105/ml,

106/ml,の それぞれについて,日 本化学療法学会標準法

に準じて行った。

また同時に P. aeruginosa については対照薬 として

Carbenicillin(CBPC), Sulbenicillin (SBPC), Gentamicin

(GM), Dibekacin (DKB), Tobramicin (TOB), Pipe-
racillin (PIPC) との感受性分布の比較検討も行った。

成績:臨 床分離株に対する感受性分布をTable1に

示 した。

S. aureus  50株 に対 してCFSは3.13μg/ml,6.25μg/

mlに 分布 し,若 干菌量による影響がみられた。

E.coli 50株 に対して,菌 量による影響が幾分みられた

が,す べてが50μg/ml以 上の分布で,感 受性を有しな

かった。

Klebsiella, P. mirabilis, P. vulgaris について も,ほ

とんどが100μg/ml以 上に分布 し,CFSに 対する感受

性を有しなかった。

P.aeruginosa 50株 に 対するCFSの ピークは,106/

m1接 種で3.13～6.25μg/ml,106/ml接 種で1.56μg/ml

と菌 量による影響はみられたが,高 い感受性を示した。

106接 種 ではCFSの ピークはGM,DKBと 同一値であ

った。感受性分布を累積百分率でみると,CFSはTOB,

DKBに は劣っていたが,108接 種でGMと 同 様の累積

分布を示した。CFSはCBPC,SBPC,PIPCよ りいず

れの接種菌量でも優れた結果であった。

II.臨 床 成 績

1)対 象および方法

産婦人科領域における緑膿菌感染症4例 についてCFS

の治療効果,細 菌学的効果,副 作用など臨床的検討を行

った。

投与方法は1日500～1,000mgを2回,静 脈内注射ま

たは点滴静注にて行った。投与期間は5～7日 であった。

2)効 果判定

臨床効果の判定は次の基準により行い,手 術,切 開な

どの外科的療法を併用して有効であったものは著効とせ

ず,有 効とみなした。

著効(廾):主 要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善

し,治 癒に至った場合

有効(+):主 要自他覚症状が3日 以内に改善の傾向

を示 し,そ の後治癒した場合

無効(-):主 要自他覚症状が3日 経過しても改善さ

れない場合

3)成 績

臨床成績はTable 2に 示す通りで,4例 中3例 が著

効,1例 が有効であった。また細菌学的効果は2例 が陰

性化し,2例 が菌交代であった。

自覚的副作用および臨床検査値の異常は4例 とも全 く

認められなかった(Table 3)。

III.考 察

今回行ったCFSの 基礎的 ・臨床的検討は,CFSの 有
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Table 1 Sensitivity of CFS, UPC, SBPC, GM, DKB, TOB and PIPC against

clinically isolated organisms
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する特徴を,十 分裏付けるものであった。従来から進め

られて来た抗生剤の開発は,よ り広いSpectrumを 有す

るもの,と いう方向で行われており1現 在も,そ の範疇

に入る開発品は,数 多 く見 られる所である。しか し,CFS

は,そ れとは反対に,Paerusinosaだ けを対象菌種に

したnarrow spectrumの セファロスポリン剤で あると

いう点で,注 目すべき薬剤であると思われる。教 室保存

の各種菌株で)抗 菌力測定の結果,P.aerusinosaを 除

いては,見 るべき抗菌力は有していない,に もかかわら

ず,P.aeruginosaに 対 す るMICは,1,56～3,13μg

mlに ピークを有し,GM,DKB,TOBと い った アミノ

配糖体に匹敵する抗菌力を示 した。また,臨 床例4例)

細菌学的効果でも,全 例P.aeruginosaは 陰 性化して

いた。これは最近,増 加)傾 向に有る難治性緑膿菌感染

症)治 療に,大 きな役割を果すものと考えられる。

ただ,臨 床例4例 中2例 に菌 交代が見 られたことは

narrow spectrumで あるCFS)有 用性を確認 しなが

ら,な お,そ)使 用法に今後の問題点を残 していると考

えられる。

IV,ま と め

新しく開発された,半 合成セファロスポリン剤Cef-

sulodin(SCE-129,CFS)に ついて基磯的および臨床的

検討を行い以下の成績を得た。

1)本 剤は従来のセファロスポリン系薬剤では 認めら

れなかったPaemsinosaに 対する強い抗菌力を示し,

産 婦人科領域で臨床分離 されたP.aeruginosa 50株 に

対してはCBPC,SBPC,PIPCに 比べ,優 れた成績であ

った。またそれは,ア ミノグリコシド系薬剤にひってき

するものであった。

2)症 例を緑膿菌感染症に限定したため,臨 床例は4

例 と少ないが,臨 床成績 は4例 中3例 著効,1例 有効

で,副 作用,臨 床検査値)異 常は認められなかった。

またそ)細 菌学的効果はP.aeruginosaに 限 定すれ

ば,除 菌率は100%で 基礎的検討を 裏付ける成績であっ

た。

Table 2 Clinical effects of Cefsulodin treatment

Table 3 Clinical laboratory examinations
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BASIC AND CLINICAL STUDY ON CEFSULODIN (SCE-129)

IN THE FIELD OF OBSTETRICS AND GYNECOLOGY
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Kawasaki Medical College

Basic and clinical evaluations were made on Cefsulodin, (SCE-129, CFS) a newly developed semi-synthetic
cephalosporin. The result is summarized as follows:

1) This agent showed an active anti-bacterial effect against Pseudomonas aeruginosa which was not seen
in existing cephalosporin. It revealed an excellent result against 50 strains of P. aeruginosa which were
clinically isolated in the field of obstetrics and gynecology when compared with CBPC, SBPC, and PIPC.
Its activity was similar to that of aminoglycoside group.

2) There were four clinical cases only because indication was limited to the infection caused by P. ae-
ruginosa. Of these 4 cases, 3 showed excellent and one showed good results. No adverse reactions or clinically
abnormal laboratory findings were observed. Its bacteriological effect was 100% in elimination of bacteria
when limited to P. aeruginosa. This fact was compatible with the result of basic study.


